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６．ワーク・ライフ・バランスに関する大学生調査結果 

Ⅰ． 調査の概要 

１．調査目的 

 本調査の目的は、大学生の WLB に関する意識調査を行い、その現状を明らかにすること、

大学生活の実態を把握すること、さらに将来のキャリアの見通しに対する考え方を明らか

にすることである。それらの結果を踏まえ、私たち学生の視点から、WLB 推進のための提

言を、社会へと発信するものとする。 

 

２．調査対象 

  東京都近辺の大学３年生、４年生の男女。 

回収数は 462 名。 

 

 ３．調査方法 

  各大学のキャリアセンターを通じて、学生に調査協力を依頼して実施。 

 

 ４．調査時期 

2010 年 10 月。 

 

 ５．回答者の属性 

・男子が 123 人(26.6％)、女子が 336 人(72.7％)。 

・３年生が 309 人(66.9％)、４年生が 146 人(31.6％)。 

・文系が 384 人(83.1％)、理系が 62 人(13.4％)。 
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Ⅱ． まとめと分析 

 

1. 大学生のワーク・ライフ・バランスに対する意識 

ワーク・ライフ・バランスの認知度(問１)をみると、「名前も内容も知らない」と回答し

た人の割合が 41.1％で、これに「聞いたことがあるが、内容は知らない」(25.8％)を合わ

せると、66.9％となる。また「名前も内容も知っている」、「聞いたことがあるが、内容は

知らない」と回答した人でも『女性のための施策』、『残業しないこと』などとイメージし

ている人がいる。さらに、ワーク・ライフ・バランス憲章の認知度(問２)をみると、「名前

も内容も知らない」と回答した人の割合が 78.4％と圧倒的に多い。 

 

・「ワーク・ライフ・バランス」という言葉、「ワーク・ライフ・バランス憲章」とも

にその認知度が極めて低く、憲章についてはその存在すら知られていない。 

・ワーク・ライフ・バランスについて誤った認識がされている。 

 

２．大学生活の実態  

 

[大学生活の希望と現実]  

大学生活について (問４)をみると、『希望』では「学業、アルバイト、やりたいことを全

て両立」と回答した人の割合が 62.3％と一番多く、これに「学業とやりたいことの両立」

(11.5％)と「学業とアルバイトの両立」(3.5％)を合わせると、その割合は 77.３％となる。

これに対して、『現実』では「学業、アルバイト、やりたいことをすべて両立」(11.7％)と

「学業とやりたいことの両立」(12.8％)、「学業とアルバイトの両立」(12.3％)を合わせて

も 36.8％にとどまる。 

 

・多くの学生が学業とそれ以外のことを両立したいと考えているが、実際に 

両立している人は少なく、希望と現実にギャップが生じている。 

 

[就職活動の時期] 

就職活動の時期についての意見（問５）をみると、「もっと遅い時期から始めた方がよい」

と回答した人の割合が 42.0％と最も多い。その理由（問 5－1）としては、「学業がおろそ

かになるから」が 62.9％と大多数で、「まだやりたいことがはっきりしないから」が 27.3％

と続いている。 

 

・現在の就職活動の早期化が学業の妨げとなっていると考える学生は多い。 
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３．将来のキャリアの見通し 

 

[働くことに対するイメージ] 

 働くことに対するイメージ(問７)をみると、「どちらかといえば、つらいことのほうが多

い」(36.4％)と「つらいことばかり」(3.０％)と回答した人の割合を合わせると 39.4％と

なる。それに対して、「どちらかといえば、楽しいことのほうが多い」(22.9％)と「楽しい

ことばかり」(2.2％)を合わせると 25.1％となる。 

ワーク・ライフ・バランスの認知度との関係をみると、「名前も内容も知らない」と回答

した人は「名前も内容も知っている」と回答した人に比べて、「つらいことばかり」や「ど

ちらかといえば、つらいことのほうが多い」と回答した人の割合が 12.5 ポイント高い。 

  

・働くことに対して、マイナスイメージを抱いている人の方が多い。 

・働くことに対するイメージは、ワーク・ライフ・バランスの認知度によって

違いがみられ、ワーク・ライフ・バランスを知っている人の方が、働くこと

についてプラスのイメージを持っている。 

 

 

[仕事と生活の両立] 

 次に、10 年後の仕事と生活について(問８)をみると、『希望』では、「仕事と家庭生活と

地域・個人の生活の両立」と回答した人の割合が 49.1％と一番多く、これに「仕事と家庭

生活の両立」(29.9％)を合わせると、79.０％となる。これに対して、『現実』では、「仕事

と家庭生活と地域・個人の生活の両立」(5.8％)と「仕事と家庭生活の両立」(17.3％)を合

わせて 23.1％である。 

 ワーク・ライフ・バランスの認知度との関係をみると、『希望』においては差は見られな

い。しかし、『現実』においては、「名前も内容も知っている」と回答した人の方が「名前

も内容も知らない」と回答した人に比べて、「仕事と家庭生活と地域・個人の生活を両立す

る」または「仕事と家庭生活を両立する」と回答した人の割合が 14.2 ポイント高い。 

  

・多くの学生が仕事とそれ以外のことを両立したいと考えているが、実際に両

立できると考えている人は少なく、希望と現実に差が生じている。 

・10 年後の優先事項（現実）は、ワーク・ライフ・バランスの認知度によって

違いがみられ、ワーク・ライフ・バランスを知っている人の方が、実際に両立

できると考えている。 
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[希望実現への働きかけ] 

希望が実現しないときの働きかけ(問９)をみると、「希望が実現するように働きかけて、

環境を変える」と回答した人の割合が 54.1％と最も多い。 

 働くことに対するイメージとの関係をみると、「楽しいことばかり・どちらかといえば楽

しいことのほうが多い」と回答した人の方が「つらいことばかり・どちらかといえばつら

いことのほうが多い」と回答した人に比べて、「希望が実現するように働きかけて、環境を

変える」と回答した人の割合が 24.7 ポイント高い。 

 

・希望が実現するように社会に働きかけるという意欲を持っている学生は約半

数にとどまる。 

・働くことに対してプラスのイメージを持つ人の方が、社会に積極的に働きか

けるという意欲を持っている。 

 

 

[将来像] 

次に、10年後の自分について(問10)をみると、「世の中がどうなるのか分からないので、

考えることができない」と回答した人の割合が 42.2％と最も多く、続いて「特に考えてい

ない」が 32.7％、「具体的に考えている」は 22.9％にとどまった。 

 

・将来について、考えることができないといった意識を持つ学生が最も多い。 
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[働く上で重視すること] 

次に、働く上で重視すること(問 11)をみると、男子では「長く働き続ける」ことを重視

する人の割合が 46.3％なのに対して、女子では 26.5％である。また、女子では「育児を

しながら働くことができる」ことを重視する人の割合が 38.1％であり、男子では 10.6％

である。 

 

・仕事と育児の両立について、女子に比べて男子の意識が低い。 

 

 

[夫婦の役割分担意識] 

 希望する夫婦の働き方と生活(問 12)をみると、「共働きで家事、育児などは夫婦で分担す

る」と回答した人の割合が 65.2％で、男女とも最も多い。次に多いのが「夫のみが働き、

妻が家事・育児などに専念する」の 19.3％と大きく差が開いた。 

ワーク・ライフ・バランスの認知度との関係をみると、「名前も内容も知っている」と回

答した人の方が「名前も内容も知らない」と回答した人に比べて、「共働きで家事、育児な

どは夫婦で分担する」と回答した人の割合が、13.2 ポイント高い。そして、「名前も内容

も知らない」と回答した人の 4 人に１人が「夫のみが働き、妻が家事・育児などに専念す

る」と回答している。 

 

・多くの学生が共働きで家事・育児の分担を希望しており、男子でもこの割合が高い。

一方で、「夫のみが働き、妻が家事・育児などに専念する」といった意識も一部にあ

る。 

・希望する夫婦の働き方と生活は、ワーク・ライフ・バランスの認知度によって違いが

みられ、ワーク・ライフ・バランスを知っている人の方が、性別役割分担意識が低

く、共働きで育児などは夫婦で分担、という意見が多い。 
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Ⅲ． 調査結果 

１． 「ワーク・ライフ・バランス」について 

 (１) ワーク・ライフ・バランスの認知度 [問１] 

 「ワーク・ライフ・バランスについてご存じですか？」という問に対し、全体で、「名前

も内容も知らない」と回答した人の割合は 41.1％である。男女別で比較すると、男子にお

いては 56.1％、女子においては 35.7％である。 

 

図１-1． 「ワーク・ライフ・バランス」の認知度 

 

 

＊文系・理系別(問 16)との関係 

「ワーク・ライフ・バランスについてご存じですか？」という問に対し、「名前も内容も

知らない」と回答した人の割合を文系・理系別で比較すると、文系においては 36.2％、理

系においては 64.5％である。 

 

図 1-2 分野別 「ワーク・ライフ・バランス」の認知度

 

32.9%

22.0%

36.9%

25.8%

22.0%

27.1%

41.1%

56.1%

35.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=462)

男⼦(n=123)

⼥⼦(n=336)

名前も内容も知っている 聞いたことがあるが、内容は知らない
名前も内容も知らない 無回答

36.5%

14.5%

14.3%

27.1%

21.0%

14.3%

36.2%

64.5%

71.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⽂系（n=384 )

理系 (n=62)

その他(n=14)

名前も内容も知っている 聞いたことがあるが、内容は知らない
名前も内容も知らない
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(２)「ワーク・ライフ・バランス憲章」の認知度 [問２] 

「ワーク・ライフ・バランス憲章についてご存じですか？」という問に対し、全体で、「名

前も内容も知らない」と回答した人の割合は 78.4％である。男女別で比較すると、男子に

おいては 86.2％、女子においては 75.3％である。 

 

図 2-1 「ワーク・ライフ・バランス憲章」の認知度 

 

 

＊文系・理系別(問 16)との関係 

「ワーク・ライフ・バランス憲章についてご存じですか？」という問に対し、「名前も内

容も知らない」と回答した人の割合を文系・理系別で比較すると、文系においては 75.5％、

理系においては 91.9％である。 

 

図 2-2 分野別「ワーク・ライフ・バランス憲章」の認知度 

 

 

3.9%

1.6%

4.8%

16.7%

11.4%

18.8%

78.4%

86.2%

75.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=462)

男⼦(n=123)

⼥⼦(n=336)

名前も内容も知っている 聞いたことがあるが、内容は知らない
名前も内容も知らない 無回答

4.7%

.0%

.0%

18.5%

8.1%

7.1%

75.5%

91.9%

92.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⽂系（n=384）

理系 （n=62）

その他 (n=14)

名前も内容も知っている 聞いたことがあるが、内容は知らない
名前も内容も知らない
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(３)「くるみんマーク」の認知度 [問３] 

「くるみんマークについてご存じですか？」という問に対し、全体で、「名前も内容も知

らない」と回答した人の割合は 57.8％である。男女別で比較すると、男子においては

74.0％、女子においては 52.4％である。 

 

図 3-1 「くるみんマーク」の認知度 

 

 

＊学年別(問 15)との関係 

 「くるみんマークについてご存じですか？」という問に対し、「名前も内容も知らない」

と回答した人の割合を学年別で比較すると、3 年生においては 67.6％、4 年生においては

37.0％である。 

 

図 3-2 学年別「くるみんマーク」の認知度 

 

 

20.3%

6.5%

25.3%

21.9%

19.5%

22.3%

57.8%

74.0%

52.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=462)

男⼦(n=123)

⼥⼦(n=336)

名前も内容も知っている 聞いたことがあるが、内容は知らない
名前も内容も知らない 無回答

12.3%

38.4%

20.1%

24.7%

67.6%

37.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3年⽣(n=309)

4年⽣(n=146)

名前も内容も知っている 聞いたことがあるが、内容は知らない
名前も内容も知らない
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２．大学生活 

 

(１) 学業とそれ以外の両立について [問４]  

「現在の生活の中で学業、アルバイト、それ以外のやりたいことのうちで、何を優先し

ていますか、また何を優先したいですか？」という問いに対し、「学業、アルバイト、やり

たいことを全て両立したい」と回答した人の割合が 62.3％と最も多く、「学業とアルバイ

トをともに両立したい」（3.5％）、「学業とやりたいことをともに両立したい」（11.5％）

を合わせて 77.3％である。 

男女別で、この３つのうちいずれかに回答した人の割合を比較すると、男子においては

68.3％、女子においては 81.0％である。 

 

図 4-1 大学生活の優先事項(希望) 

 

 

一方で、現実をみると、「学業、アルバイト、やりたいことを全て両立している」は 11.7％

と少なく、「学業とアルバイトをともに両立している」（12.3％）、「学業とやりたいことを

ともに両立している」（12.8％）を合わせて 36.8％である。 

男女別で、この３つのうちのいずれかに回答した人の割合を比較すると、男子において

は 36.5％、女子においては 36.9％である。 

 

 

 

 

 

5.0%

6.5%

4.2%

0.9%

2.4%

0.3%

9.7%

13.0%

8.6%

3.5%

0.8%

4.5%

11.5%

7.3%

13.1%

62.3%

60.2%

63.4%

0.0%

0.3%

0.0%

6.9%

9.8%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(ｎ＝462)

男⼦(ｎ＝123)

⼥⼦(ｎ＝336)

学業を優先したい
アルバイトを優先したい
やりたいことを優先したい
学業とアルバイトをともに両⽴したい
学業とやりたいことをともに両⽴したい
学業、アルバイト、やりたいことを全て両⽴したい
その他
無回答
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図 4-2 大学生活の優先事項(現実) 

 

 

 

（２）就職活動について [問５]  

「現代の大学生の就職活動の時期は一般的に３年生の秋から始まりますが、この時期に

ついてどのように思いますか？」という問に対し、全体で、「もっと遅い時期から始めた方

がよい」と回答した人の割合は 42.0％である。男女別で比較すると、男子においては

37.4％、女子においては 43.5％である。 

 

図 5-1 就職活動の時期について  

 

 

16.2%

12.2%

17.9%

12.1%

8.1%

13.7%

18.4%

22.0%

17.3%

12.3%

12.2%

12.5%

12.8%

8.9%

14.0%

11.7%

15.4%

10.4%

13.2%

15.4%

11.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(ｎ＝462)

男⼦(ｎ＝123)

⼥⼦(ｎ＝336)

学業を優先している
アルバイトを優先している
やりたいことを優先している
学業とアルバイトをともに両⽴している
学業とやりたいことをともに両⽴している
学業、アルバイト、やりたいことを全て両⽴している
その他
無回答

37.7%

33.3%

39.3%

11.3%

16.3%

9.5%

42.0%

37.4%

43.5%

7.8%

12.2%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(ｎ＝462)

男⼦(ｎ＝123)

⼥⼦(ｎ＝336)

適切だと思う
もっと早い時期から始めた⽅がよい
もっと遅い時期から始めた⽅がよい
分からない、考えていない
無回答
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 遅い時期から始めた方がよい理由 [問５－１] 

就職活動の時期について、「もっと遅い時期から始めた方がよい」と回答した人に対する

「なぜ、そう思いますか」という問いについて、全体で、「学業がおろそかになるから」と

回答した人の割合は 62.9％である。男女別で比較すると男子においては 56.5％、女子に

おいては 64.4％である。 

 

図 5-2 遅い時期から始めた方がよい理由 

 

 

 

（３）将来に向けた行動 [問６] 

「あなたは、3 年の夏までに将来働くことを意識して、何か行動しましたか」という問に

対する回答を見ていきたい（表 6-1）。 

 

「キャリアデザインに関する授業を受けた」と回答した人の割合は、全体で、31.4％で

ある。男女別で比較すると、男子においては 16.3％、女子においては 37.2％である。 

「インターンシップに参加した」と回答した人の割合は、全体で 31.2％である。男女別

で比較すると、男子においては 22.0％、女子においては 34.5％である。 

「OB・OG 訪問など働く人の話を聞いた」と回答した人の割合は、全体で 11.9％であ

る。男女別で比較すると、男子においては 13.0％、女子においては 11.6％である。 

「就職を意識したアルバイトを行った」と回答した人の割合は、全体で 16.0％である。

男女別で比較すると、男子においては 19.5％、女子においては 14.9％である。 

「就職を意識して新聞を読んだ」と回答した人の割合は 21.0％である。男女別で比較す

ると、男子においては 21.1％、女子においても 21.1％である。 

「自己分析をしたり、適性検査を受けた」と回答した人の割合は、全体で 40.5％である。

男女別で比較すると、男子においては 23.6％で、女子においては 46.7％である 

  

62.9%

56.5%

64.4%

27.3%

28.3%

27.4%

9.8%

15.2%

8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=194)

男⼦(n=46)

⼥⼦(n=146)

学業がおろそかになるから まだやりたいことがはっきりしないから その他
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「その他」と回答した人の割合は、全体で 11.3％である。男女別で比較すると、男子に

おいては 13.8％で、女子においては 10.1％である。 

「特に何もしなかった」と回答した人の割合は、全体で 22.1％である。男女別で比較し

てみると、男子においては 31.7％、女子においては 18.5％である。 

 

表 6-1 3 年の夏までに将来働くことを意識して行った行動について （行った割合） 

 

  

Ａ.  

キャリア

デザイ

ンに関

する授

業を受

けた 

Ｂ.  

インター

ンシップ

に参加

した 

Ｃ. 

 ＯＢ、Ｏ

Ｇ訪問

など働く

人の話

を聞い

た 

Ｄ.  

就職を

意識し

たアル

バイトを

行った 

Ｅ.  

就職を

意識し

て新聞

を読ん

だ 

Ｆ. 

 自己分

析をした

り、適性

検査を

受けた 

Ｇ.  

その他 

Ｈ.  

特に何

もしなか

った 

全体 

(ｎ=462) 

31.4% 31.2% 11.9% 16.0% 21.0% 40.5% 11.3% 22.1%

男子 

(ｎ=123) 

16.3% 22.0% 13.0% 19.5% 21.1% 23.6% 13.8% 31.7%

女子 

(ｎ=336) 

37.2% 34.5% 11.6% 14.9% 21.1% 46.7% 10.1% 18.5%

 

 

 

３．将来のキャリアの見通し 

 

（１）働くことについて[問７] 

「あなたは働くことについてどのようにお考えですか。次のうち、近いものをお答えく

ださい」という問に対し、全体で、「楽しいことばかり」または「どちらかといえば、楽し

いことの方が多い」と回答した人の割合は、合わせて 25.1％である。男女別で比較すると、

男子においては 15.4％、女子においては 28.9％である。 

一方、全体で、「つらいことばかり」または「どちらかといえば、つらいことのほうが多

い」と回答した人の割合は、合わせて 39.4％である。男女別で比較すると、男子において

は 49.6％、女子においては 35.4％である。 
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図 7-1 働くことに対するイメージ 

 

 

＊「ワーク・ライフ・バランス」の認知度別(問１)との関係 

「どちらかといえば、つらいことの方が多い」、または「つらいことばかり」と回答した

人の割合を合わせて、「ワーク・ライフ・バランス」の認知度別で比較すると、名前も内容

も知っている人においては 32.2％、名前も内容も知らない人においては 44.7％である。 

 

図 7-2 ワーク・ライフ・バランス」の認知度別 働くことに対するイメージ 

 

 

 

  

2.2%

1.6%

2.4%

22.9%

13.8%

26.5%

34.2%

34.1%

34.2%

36.4%

40.7%

34.5%

3.0%

8.9%

0.9%

1.3%

0.8%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=462)

男⼦(n=123)

⼥⼦(n=336)

楽しいことばかり
どちらかといえば、楽しいことの⽅が多い
どちらともいえない
どちらかといえば、つらいことの⽅が多い
つらいことばかり
無回答

29.6%

23.5%

22.6%

37.5%

35.3%

31.1%

32.2%

39.5%

44.7%

0.7%

1.7%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名前も内容も知っている
(n=152)

聞いたことがあるが、内容は

知らない（n=119）

名前も内容も知らない

（n=190）

楽しいことばかり・どちらかといえば楽しいことの⽅が多い
どちらともいえない
つらいことばかり・どちらかといえばつらいことの⽅が多い
無回答
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(２) １０年後の仕事と生活について[問８] 

「就職してから 10 年くらいを見通して、生活の中で何を優先するとお考えですか。『希

望』と『現実』に優先しそうなこと（社会人になったときに実際に優先すると思うもの）

それぞれにお答えください。」という問に対し、『希望』では、全体で、「仕事と家庭生活を

ともに両立したい」（29.9％）、または「仕事と家庭生活、地域個人の生活全てを両立した

い」（49.1％）人の割合は合わせて 79.0％である。男女別で比較すると、男性においては

75.6％、女性においては 80.9％である。一方で「仕事を優先したい」は全体で 4.3％に

とどまる。 

  

図 8-1 10 年後の優先事項(希望) 

 

 

 

  

4.3%

4.1%

4.2%

6.5%

5.7%

6.5%

2.6%

4.9%

1.8%

29.9%

24.4%

32.1%

49.1%

51.2%

48.8%

1.3%

1.6%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=462)

男⼦(n=123)

⼥⼦(n=336)

仕事を優先したい
家庭⽣活を優先したい
地域・個⼈の⽣活を優先したい
仕事と家庭⽣活をともに両⽴したい
仕事と家庭⽣活と地域・個⼈の⽣活を全て両⽴したい
その他
無回答
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また『現実』では、全体で、「仕事と家庭生活をともに両立する」（17.3％）、または

「仕事と家庭生活、地域個人の生活全てを両立する」（5.8％）と回答した人の割合は合わ

せて 23.1％である。男女別に比較すると、男性においては 21.1%、女性においては 23.9%

である。一方で、「仕事を優先する」が全体で 42.9％と多数を占める。 

 

図 8-2 10 年後の優先事項(現実) 

 

 

 

 

＊「ワーク・ライフ・バランス」の認知度別(問１)との関係 

希望について、「仕事と家庭生活をともに両立したい」または「仕事と家庭生活、地域個

人の生活全てを両立したい」と回答した人の割合を「ワーク・ライフ・バランス」の認知

度別で比較すると、名前も内容も知っている人においては 78.9％（30.9％＋48.0％）、

名前も内容も知らない人においては 81.1％（31.6％＋49.5％）と違いはない。 

一方で現実についてみると、「仕事と家庭生活をともに両立する」または「仕事と家庭生

活、地域個人の生活全てを両立する」と回答した人の割合は、名前の内容も知っている人

においては 31.6％（25.0％＋6.6％）、名前も内容も知らない人においては 17.4％

（12.1％＋5.3％）と差が見られている。 

  

42.9%

48.0%

41.4%

16.0%

7.3%

19.3%

3.5%

3.3%

3.6%

17.3%

13.0%

18.8%

5.8%

8.1%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=462)

男⼦(n=123)

⼥⼦(n=336)

仕事を優先する
家庭⽣活を優先する
地域・個⼈の⽣活を優先する
仕事と家庭⽣活をともに両⽴する
仕事と家庭⽣活と地域・個⼈の⽣活を全て両⽴する
その他
無回答
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図 8-3 「ワーク・ライフ・バランス」の認知度別 10 年後の優先事項 (希望) 

 

 

図 8-4 「ワーク・ライフ・バランス」の認知度別 10 年後の優先事項 (現実)  

 

 

 

  

7.2%

1.7%

3.7%

5.9%

10.1%

4.7%

1.3%

3.4%

3.2%

30.9%

26.1%

31.6%

48.0%

49.6%

49.5%

2.0%

2.5%

.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名前も内容も知っている

(ｎ=152)

聞いたことはあるが、内

容は知らない(n=119)

名前も内容も知らない
(n=190)

仕事を優先したい
家庭⽣活を優先したい
地域・個⼈の⽣活を優先したい
仕事と家庭⽣活をともに両⽴したい
仕事と家庭⽣活と地域・個⼈の⽣活を全て両⽴したい
その他
無回答

37.5%

47.1%

44.7%

12.5%

18.5%

17.4%

4.6%

2.5%

3.2%

25.0%

15.1%

12.1%

6.6%

5.9%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名前も内容も知っている(ｎ=152)

聞いたことはあるが、内容は知らない(n=119)

名前も内容も知らない(n=190)

仕事を優先する
家庭⽣活を優先する
地域・個⼈の⽣活を優先する
仕事と家庭をともに両⽴する
仕事と家庭⽣活と地域・個⼈の⽣活を全て両⽴する
その他
無回答
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(３) 希望が実現しない時の行動 [問９] 

「もし希望が実現しないときに、あなたはどうすると思いますか」という問に対し、全

体で、「希望が実現するように、働きかけて、環境を変える」と回答した人の割合は 54.1％

である。男女別に比較すると、男子においては 49.6％、女子においては 56.0％である。 

 

図 9-1 希望が実現しない時の行動 

 

 

＊働くことに対するイメージ(問７)との関係 

「希望が実現するように、働きかけて、環境を変える」と回答した人の割合を働くこと

に対するイメージ別で比較すると、楽しいことばかり、どちらかと言えば楽しいことの方

が多いと考える人においては 68.1％、つらい、どちらかと言えばつらいことの方が多いと

考える人においては 43.4％である。 

図 9-2 仕事に対するイメージ別 希望が実現しない時の行動 

 

54.1%

49.6%

56.0%

26.4%

17.9%

29.8%

18.2%

31.7%

13.4%

1.3%

0.8%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=462)

男性(n=123)

⼥性(n=336)

希望が実現するように、働きかけて、環境を変える
⾃分の希望を実現するような環境に移る
特になにもしない
無回答

68.1%

57.0%

43.4%

21.6%

25.9%

29.1%

9.5%

16.5%

25.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽しいことばかり・どちらかといえば楽しいことの⽅が多

い(n=116)

どちらともいえない(n=158)

つらいことばかり・どちらかといえばつらいことの⽅が多

い(n=182)

希望が実現するように、働きかけて、環境を変える

⾃分の希望を実現するような環境に移る

特に何もしない

無回答
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(４)１０年後の自分  [問 10] 

「あなたは１０年後の自分について具体的に考えていますか」という問に対し、全体で、

「特に考えていない」と回答した人の割合は 32.7％である。男女別で比較すると、男子に

おいては 37.4％、女子においては 31.3％である。 

また、全体で、「世の中がどうなるのか分からないので、考えることができない」と回答

した人の割合は 42.2％である。男女別で比較すると、男子においては 42.3％、女子にお

いては 42.6％である。  

 

図 10-1 10 年後の自分について 

 

 

 

(５)働く上で重視すること [問 11] 

「あなたは、働く上で、次にあげるＡからＧの項目についてどの程度重視しますか。」と

いう問に対し、「Ａ．長く働き続けることを非常に重視する」と回答した人は、全体で 31.8％

である。男女別で比較すると、男子においては 46.3％、女子においては 26.5％である。

（図 11-1） 

「Ｂ．趣味や余暇などの時間がとれることを非常に重視する」と回答した人の割合は、

全体で 34.0％である。男女別で比較すると、男子においては 32.5％、女子においては

34.5％である。（図 11-2） 

「Ｃ．育児をしながら働くことが出来ることを非常に重視する」と回答した人の割合は

30.7％である。男女別で比較すると、男子においては 10.6％、女子においては 38.1％で

ある。（図 11-3） 

「Ｄ．介護をしながら働くことができることを非常に重視する」と回答した人の割合は

9.3％である。男女別で比較すると、男子においては 2.4％、女子においては 11.9％であ

る。（図 11-4） 

22.9%

19.5%

24.1%

42.2%

42.3%

42.6%

32.7%

37.4%

31.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=462)

男性(n=123)

⼥性(n=336)

具体的に考えている
世の中がどうなるか分からないので、考えることができない
特に考えていない
無回答
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「Ｅ．自分が必要なときにスキルアップができることを非常に重視する」と回答した人

の割合は、全体で 29.2％である。男女別で比較すると、男子においては 23.6％、女子に

おいては 31.5％である。（図 11-5） 

「Ｆ．心身ともに健康であることを非常に重視する」と回答した人の割合は、全体で

65.4％である。男女別で比較すると、男子においては 61.8％、女子においては 67.0％で

ある。（図 11-6） 

「Ｇ．ボランティアや地域活動などの時間がとれることを非常に重視する」と回答した

人の割合は、全体で5.0％である。男女別で比較すると、男子においては3.3％、女子にお

いては5.4％である。（図11-7） 

 

図 11-1 長く働き続ける 

 

 

図 11-2 趣味や余暇などの時間がとれる 

 

 

 

 

31.8%

46.3%

26.5%

45.5%

33.3%

50.3%

13.9%

13.0%

14.3%

7.8%

5.7%

8.6%

0.4%

0.8%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=462)

男⼦(n=123)

⼥⼦(n=336)

⾮常に重視する どちらかと⾔えば重視する
どちらとも⾔えない どちらかと⾔えば重視しない
まったく重視しない 無回答

34.0%

32.5%

34.5%

48.3%

47.2%

49.1%

11.3%

11.4%

11.3%

4.3%

5.7%

3.9%

1.3%

2.4%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=462)

男⼦(n=123)

⼥⼦(n=336)

⾮常に重視する どちらかと⾔えば重視する
どちらとも⾔えない どちらかと⾔えば重視しない
まったく重視しない 無回答
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図 11-3 育児をしながら働くことができる 

 

図 11-4 介護をしながら働くことができる 

 

 

図 11-5 自分が必要なときにスキルアップができる 

 

30.7%

10.6%

38.1%

40.7%

35.0%

43.2%

17.5%

30.9%

12.8%

6.7%

13.0%

4.5%

3.5%

9.8%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=462)

男⼦(n=123)

⼥⼦(n=336)

⾮常に重視する どちらかと⾔えば重視する
どちらとも⾔えない どちらかと⾔えば重視しない
まったく重視しない 無回答

9.3%

2.4%

11.9%

31.8%

23.6%

35.1%

38.7%

39.8%

38.4%

13.6%

20.3%

11.3%

5.2%

12.2%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=462)

男⼦(n=123)

⼥⼦(n=336)

⾮常に重視する どちらかと⾔えば重視する
どちらとも⾔えない どちらかと⾔えば重視しない
まったく重視しない 無回答

29.2%

23.6%

31.5%

47.4%

48.0%

47.6%

18.0%

19.5%

17.3%

3.9%

5.7%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=462)

男⼦(n=123)

⼥⼦(n=336)

⾮常に重視する どちらかと⾔えば重視する
どちらとも⾔えない どちらかと⾔えば重視しない
まったく重視しない 無回答
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図 11-6 心身ともに健康である 

 

 

図 11-7 ボランティアや地域活動などの時間がとれる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.4%

61.8%

67.0%

25.5%

24.4%

26.2%

6.7%

10.6%

5.4%

1.3%

2.4%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=462)

男⼦(n=123)

⼥⼦(n=336)

⾮常に重視する どちらかと⾔えば重視する
どちらとも⾔えない どちらかと⾔えば重視しない
まったく重視しない 無回答

5.0%

3.3%

5.4%

16.0%

15.4%

16.4%

37.4%

40.7%

36.6%

27.5%

20.3%

30.4%

13.0%

18.7%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=462)

男⼦(n=123)

⼥⼦(n=336)

⾮常に重視する どちらかと⾔えば重視する
どちらとも⾔えない どちらかと⾔えば重視しない
まったく重視しない 無回答
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(６)希望する夫婦の働き方と生活 [問 12] 

「あなたが将来希望する夫婦の働き方は次のうちどれですか」という問に対し、全体で、

「共働きで家事、育児などは夫婦で分担する」と回答した人の割合は 65.2％である。男女

別に比較すると、男子においては 52.0％、女子においては 70.5％である。  

図 12-1 希望する夫婦の働き方と生活 

 

＊「ワーク・ライフ・バランス」の認知度別(問１)との関係 

「共働きで家事、育児などは夫婦で分担する」と回答した人の割合を「ワーク・ライフ・

バランス」の認知度別で比較すると、名前も内容も知っている人において 71.1％、名前も

内容も知らない人において 57.9％である。 

また「夫のみが働き、妻が家事・育児に専念する」と回答した人の割合は名前も内容も

知っている人において 14.5％、名前も内容も知らない人において 24.2％である。 

図 12-2 「ワーク・ライフ・バランス」の認知度別、希望する夫婦の働き方と生活 

 

65.2%

52.0%

70.5%

3.2%

2.4%

3.6%

19.3%

22.8%

18.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=462)

男⼦(n=123)

⼥⼦(n=336)

共働きで家事、育児などは夫婦で分担する
共働きで家事、育児などは主にどちらか⼀⽅が担当する
夫のみが働き、妻が家事、育児などに専念する
妻のみが働き、夫が家事、育児などに専念する
結婚する気はない
考えたことがない
その他

71.1%

68.9%

57.9%

3.3%

5.0%

2.1%

14.5%

17.6%

24.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名前も内容も知っている(ｎ=152)

聞いたことはあるが、内容は知らない(ｎ=119)

名前も内容も知らない(ｎ=190)

共働きで家事・育児は夫婦で分担する 共働きで家事・育児は主にどちらかが担当する

夫のみが働き、妻が家事・育児に専念する 妻のみが働き、夫が家事・育児に専念する

結婚する気はない 考えたことがない

その他 無回答


